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変異原性が認められた化学物質に関する情報について

標記については、平成26年 12月3日付け基発 1203第9号「変異原性が認め

られた化学物質の取扱いについてj により厚生労働省労働基準局長から通知さ

れたところであるが、当該化学物質に関する下記の資料を送付するので、業務

の参考とされたい。

おって、関係事業者団体の長あて、別添のとおり送付したので了知されたい。

記

別紙1 変異原性が認められた届出物質に関する情報一覧

別紙2 変異原性が認められた既存化学物質に関する情報一覧
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変異原性が認められた届出物質に関する情報一覧

安衛法官報 名称仏噴年月日
名称 構 造 式 性 状 用途の例通し番号 名幹公表告示番号

1 22758 平成25年12月27日 8 7ミノキノリン 7 カノレパノレデヒド 別添参照 黄色結品 電子工業材料
厚生労働省告示第

2 22785 391号 エテンスノレホン酸＝プロパ 2 インー1 イノレ 別添参照 淡黄色液体 電池材料

1 クロロ 2, 3 エポキシプロパンと（2 ヒドロキシベン
3 22799 ズアノレデヒドーフェノーノレ・ホルムアノレデヒド重結合物）の反応 淡黄色透明半固体 電子工業材料

生成物

シクロヘキサン 1, 4 ジカノレボン酸z 水素＝エトキシメチノレ 別添参照 白色粉末 電子材料4 22823 

5 22824 ノシレ）クロヘキサンー1, 4ージカノレボン酸ーピス（エトキシメチ 別添参照 白色粉末 電子材料

6 22"2R 2 （シクロヘキシノレオキシメチノレ）オキシラン ~lj添参照 無色透明液体 化粧品原料中間体

7 22838 3, 5 ジニトロ N (3 ピリジノレメチル）ベンズアミド ~lj添参照 肌色結晶 電子部材原料

8 22885 2 ニトロベンゼンチオスノレホン重量~s ーフェニノレ 別添参照 液体 医薬品中間体副生物

9 22889 N, N ピス（2ークロロエチノレ）カノレパモイノレ＝クロリド 3iJ苦言参照 無色透明液体 医薬品中間体

平成26年3月27目 2- (8 アミノー2ーキノリノレ） lHーシクロベンタ［b J 
10 22970 厚生労働省告示第 ナフタレンー 1, 3 (ZH) ジオン

別添参照 黄色粉末 印刷インキ用添加剤中間体
117号

11 23007 8 （オキシラン－2－イノレメトキシ）オクター1ーエン 別添参照 無色透明液体 シーリング材

12 23031 3 クロロプロパンー1ースノレホニノレ＝クロロド 別添参照 無色～黄褐色液体 医薬品中間体

2 （クロロメチノレ）オキシランと［ナフタレン 1 オーノレ・
13 23034 1, 4 ピス（メトキシメチノレ）ベンゼン重結合物］の反応生成 褐色固体 電子材料

物

14 23日62
ジメチノレ＝ [4 （メトキシカノレボニル） 2 ニトロフェヱ

別添参田 白色固体 医薬品中間体
ノレ］マロナート

3, 3’， 5, 5' 7 トフメチノレ 4, 4' ピス（オキシフ
15 23070 ン 2 イノレメトキシ）ピフェニノレ・ピフェニノレ 4, 4’ ジ 黄白色粉末 絶縁シート材料

オーノレ重付加物

二ナトリワム＝4 7ミノ 3 { [4 ( {4 [ (2, 4 

16 23080 
ジアミノフェニノレ）ジアゼニノレ］フェニノレ｝カノレパモイノレ）フェ

別添参照 黒色粉末 着色剤
ニノレ］ジアゼニノレ｝ 5 ヒドロキシ一日 （フェニノレジアゼニ
ノレ）ナフタレンー2, 7 ジスノレホナート

B日才兵1



別紙1 変異原性が認められた届出物質に関する情報一覧

安衛法官報 名称公表年月日 名称、 構 造 式 性 状 用途の例通し番号 名称公表告示番号

2ーブノレオロ 4 (1 H ピフゾノレ 1 イノレ） ア りン
別添参燕 白色固体 治験薬原料中間体17 23102 

塩酸塩

18 23109 Nー（4ープロモアェニノレ）ベンゼン 1 ' 2 ジアミン 日l添参照 白色結晶 中間体

19 23114 
{ 5 [ ( 4 プロモベンジノレ）オキシ］ 4 (2 メトキシ

別添参照 淡褐色粉末 医薬品中間体エトキシ） 2 ニトロブエエル）アセトニトリル

1 [ (4 プロモベンジノレ）オキシJ-2ー（2 メトキシエ
別添参照 微黄白色粉末 医薬品中間体20 23115 

トキシ） 4 ェトロベンゼン

3 メチノレ 4 オキソ 3, 4 ジヒドロイミダゾ［5' 1 
~IJ添参照 白色微紅色文は淡黄

医薬品21 23126 
d] [l, 2, 3, 5］テトラジン 8 カノレボキサミド 褐色の粉末

22 23129 
4 メチノレ 2, 2 ジオキソ 3, 6ージヒドロー 1, 2λ6ー

別添参照 褐色～黒色液体 ポリマー製造原料中間体
オキサチイン

メチノレ＝4' （プロモメチル）ビフェーノレ 2ーカノレボキシ
31）添参照 白色～淡黄色の結晶 医薬品原料23 23138 

ラート

24 23203 
平成26年6月27日

1 （オキシフン 2 イノレメトキシ）ヘキサン 目j添参照 無色透明液体 化粧品原料中間体厚生労働省告示第
271号 [2 クロロメチノレオキシフンー 4, 4’ （プロパン 2, 2 

23223 
ジイノレ）ジフェノ←ノレ葦縮合物と 4, 4’ メチレンジアニリ

褐色粘樹液体 塗料ーコーティング剤25 
ンの付加反応生成物］と 2 〔ブエノキシメチノレ）オキシランの
反応生成物

23237 
N, N ジエチノレ 3 メチノレ 4 [ ( 5 ートロ 1, 3 

別添参照 暗黒色粉末 染料26 
チアゾ ノレー2ーイノレ）ジアゼニノレ］アエリン

27 23253 2, 2ージプロモー1ー（2 7ノレオロブヱニノレ）エタノン 別添参照 液体 治験薬中間体

23258 
N, N’ ジメチル N, N’ （ヘキサン 1，日 ジイノレ）

別添参照 淡黄色粉末 医薬品原料2R 
ジカノレパモイノレ＝ジクロリド

23283 
トリクロリド（ベンタメチノレ η5 シクロベンタジ工ニノレ）チタ

別添参照 濃黄赤色～濃赤色固体 電気・電子材料中間体29 
ン日V)

23351 
[ 1 ( 4 7ノレオロ lH  インドール 3 イノレ）シクロプ

別添参照 褐色面体 医薬中間体30 
ロピノレ］メタンアミンニメタンスノレホナート

31 23359 N (4 ブロモブFチノレ）アタノレイミド 別添参照 類白色粉末 医薬品原料

1 (7 プロモ 4 7ノレオロ 3 ヒドロキシ 2 オキy
目j添参照 淡黄色国体 医薬品中間体32 23360 

インドリンー3 イノレ）シクロプロパンカノレボニトリノレ



B日系氏1 変異原性が認められた届出物質に関する情報一覧

安衛法官報 名称公表年月目
名称 構 造 式 ｛生 状 用途の例

通し番号 名称公表告示番号

33 23379 メチノレニヒドロキシ（メトキシ）アセタート ~lj添参照 無色透明液体 医薬品中間体

34 2~416 
平成26年9丹26日

アニリン・ 2 クロロアニリン・ホノレムアノレデヒド重結合物 褐色粘潤国体 塗料用硬化剤厚生労働省告示第
372号

2 7ミノ 6 アニリノ 4 メチノレ 5 { [4 ニトロ
2 （トリプノレオロメチノレ）フェニノレ］ジアゼニノレ｝ニコチノニ

35 23417 トFノレと 6 アミノ 2 アニリノ~4 メチノレ 5 { [4 暗褐色粉末 染料
ニトロ 2 （トリフノレオロメチル〕フェニノレ］ジアゼニノレ｝ニ
コチノニトリノレ（主成分）の混合物

36 23440 
エチノレ＝ 2 アミノ 4 メチノレ 5 (4 ニトロフェニノレ） 日j添参照 赤褐色粉末 医薬品中間体
チオフェン 3 カノレボキシラート

37 23441 
エチノレニ2 ［（エトキシカノレボニノレ）アミノ］ 4 メチノレ

~lj添参照 黄色結晶 医薬品中間体
5 (4 ニトロフェニノレ）チオフェン 3 カノレボキシラート

エチノレ＝2 [N (2, 6 ジフノレオロベンジノレ） N （エ

38 23444 
トキシカノレボニノレ）アミノ］ 4ー［（ジメチルアミノ）メチ

別添参照 黄色結晶 医薬品中間体
ノレJ-5ー（4ーニトロフェニノレ）チオフェンー3ーカノレポキシ
ラ←ト

エチノレ＝ 2 [N (2, 6 ジフノレオロベンジノレ） N （エ
39 23445 トキシカノレボニノレ）アミノ］ 4 メチノレ 5 (4 ニトロ 別添参照 淡黄色結晶 医薬品中間体

ブェニノレ）チオフェン 3 カルポキシラート

エチノレニN (2, 6 ジフノレオロベンジノレ） N {4 

40 23446 
［（ジメチルアミノ〕メチノレ1 3 [ ( 6 メトキシピリダジ

別添参照 黄色結晶 医薬品中間体
ン 3 イノレ）カノレバモイル1 5 (4 ニトロフェニノレ）
2 チエニノレ］カノレパマート

エチノレニ4 （ブロモメチノレ） 2 [N (2, 6 ジフノレオ
41 23453 ロベンジノレ） N （エトキシカノレポニノレ）アミノ1 5 (4 別添参照 淡黄色結晶 医薬品中間体

ーニトロフェニノレ）チオフェンー3ーカノレポキシラ←ト

42 23476 
1 (4 クロロフェニノレ） 2ーメチノレ 2 モノレホリノプロ

別添参照 白色極体 感光材料中間体
パンー 1 オン

(S, E) -Nー【4ー（3ークロロ 4 ブノレオロアニリノ〕
43 23477 7 （オキソラン 3 イノレオキシ）キナゾリン 日 イノレ］ gr）添参照 白色～黄褐色の粉末 医薬品製造原料

4 （ジメチノレアミノ）プタ 2 エンアミド＝ジマレアート

44 23480 
2 （クロロメチノレ）オキシフン・ 4, 4’ （へキサフノレオロ

淡黄色透明液体 光学材料
プロパン 2, 2 ジイノレ）ジフェノーノレ重縮合物



別紙l 変異原性が認められた届出物質に関する情報 覧

安衛法官報
名名称称公公表表告年示月番日号 名称 構 造 式 性 状 用途の例

通し番号

45 23491 
(2, 2 ジオキソー 1, 3' 2λ6ージオキサチオラン 4ーイ

別添参照 白色固体 電池材料
yレ）メチノレ＝メタンスノレホナート

46 23己25 テトラアンミン白金（2十）ニジアセタート 別添参照 無色結晶 自動車排ガス触媒原料

47 23558 ナトロウムエ4 メトキシアニリニド 別添参照 黒色溶液 農薬原体中間体

48 23563 
4 ニトロベンジノレ~ 3 (3 ネオベンチノレシクロブチノレ）ー

別添参照 黄色固体 医薬品中間体3ーオキソプロパノアート

49 23605 ( s) 2 ［（ベンジノレオキシ）メチノレ］オキシフン 別添参照 無色透明液体 医薬品中間体



別添 変異原性が認められた届出物質の構造式

構造式 ｜捕時｜ 構造式

22758 

σカコ 22785 H,CノH）只5、：＂o""cじ村2/cミミれ一H門
22R23 o/:>-0-ィ； 22824 ／＞－ぐ〉イ由時＼

同I一 ci,c ／一一＼CH, 

22826 。。／ヘマ 22838 

O,N 

Lゴ！：ζ〕 Cl ，~N人α
22885 22881 

( N02 

j 

22970 止：1
H,cr’ 。／、ア

23007 。
。

CH河

／ 。

23031 CICH2CH2CH2S02CI 23062 H;COOC 
f ~ 
。

。
叫ヘ
cH, 

Na03S so, Na 

23080 

σ、N
グシ

、、
NH2 

明かロ
叫。



別添変異原性が認められた届出物質の構造式

安衛法官報
構造式

安衝法官報
構造式

通し番号 通し番号

23102 2310 l 
CXN:VBr 

。N ~ 

23114 2311.I 〉。
。，N/ 、ノv干、＼ち＼／: ／ヘ~0'-cH,

23126 2." 129 

。

23138 
I " oc同

# I :L.削
23203 

叩／〉〉へ。／、ア

23231 t）－＂~＂）二三 23253 ウl('
23258 

3よd：，、～～γI 23283 

23351 23359 



別添変異原性が認められた届出物質の構造式

構造式 構造式

23360 21379 よ丁悶H3CO 

02N 〆

＼γ 
。2N 〆

s ~ 
23440 ミb、 23441 iγ＇－cooc2H5 ミと、

H,c' 'cooc2H5 
H3C Cooc2H5 

23444 23445 
O,N f"' a:. s ミミ』

H,C ~－CH, H,C cooc,H, 

白N～〆 1 a. ""'"--
23446 23453 

H~~＞ 。
凡。CH,O 
司、

23476 23477 
CH3 #' 

Cl 

23491 刷会ぐ。、d『 23525 [Pt(NH3)4](CH3COO)z 



別添変異原性が認められた届出物質の構造式

安通衛し法番官号報 構造式
安衛法官報

構造式
通し番号

23558 
門戸0--0-州 N

"""' 
H：：）しJ人UNO

23605 。へ〈γ



別紙2 変異原性が認められた既存化学物質に関する情報一覧

イ乙審整法理官番報号公示 CAS N口 （括lfil内名は官報称4指名称） 構造式等 常体温、液q;体全状、等気体（図） 用途 変具原性試験結果の概要業1 出典

アセト酢酷アーリド

σγγ 師団試験最大比帝性値： L担 x10'm.／皿E固体 ピラゾロン系及び
l 3 110 102寸 12 融視点点 : 85 ℃ ピリミジン系製品

ほ乳類培養細胞を用いる染色体異常試験の最小
厚生労働省

蒸気圧：日＋叩75回 lg製造用中間体 D＇°値絵性

t e r t プチルヒド

持。ぷぐ
ロベルオキシド

液体 メタクリ Lート酢、 旭国試験最大比活性値： 1.32XlO'm .／時
ポリエチレン、

融務点点 ' ℃ 酸ビニル等の硬化 '11' 2 2 224 75-91 ? 
35代＝ ほ乳類培養細胞を用いる染色体異常試験の最小

蒸気圧：ι羽田副耳 売j ワのニ乾ス燥剤、ベイ n，.値’ 0.0043 .，；四L
ント

メタクロJレ酷グ目、ンジル

九十 液体

維剤熱硬処理帯化性剤電塗、防接止料剤着、繊

A皿田試験最大比活性値： 3.50X!o'r肝；，，，

磁沸点怠 '-41 ℃ Nτ？ 3 2-1041 106 91 2 
' 1田℃ ほ乳類培養細胞を用いる染色体異端官験の最小

蒸気圧：0.622皿 HG n，，値ゃ

2』プロモブタン γへ 曲目試験最大比活性値
液体

ほ乳類培養細胞を用いる染色体異常試験の最小融点 112℃ 
I"業農薬中間体

Mutation Res. 呂呂， 355 
4 2 14 78 76 2 

梯点 491℃ D.，値ー (1S81) 
蒸気庄司：57mmllg

B' i口vivo試験で陽性

トロヒドロキシベンゼン 止OH 閤体 金L属吸着材原料、 Ames試験最大北活性値： 7.06X!O"m ／皿E

融沸点点 133 ℃ 写毛真、染現料像車の製染造、 Nll' 5 3 554 87--156-1 
: 309℃ ほ乳類培養細胞を用いる染色体異常試験の最小

蒸気圧： 9.975n耐 Eキレート剤 D，，値

4 クロロ 2 ートロ

~I目／aL自
アニリン

蒸両沸宿政体点気点圧目116.。℃5 ℃ 
A皿巴s試験最大比活性値： 2.26XlO'red"< 

6 3-407 8~--63ァ4 アのゾ中系間分物散染料等
』ほ乳値類：培養口‘細1了胞時を／用mLいる染色体異常訴験の最小

問P

。‘0004自5mmHg

。 ァミノフェノ Jレ

帆凸 融圃点体 : 167 ℃ 
薬染料中間体、写真

止皿＂＇試験最大比活性値： L日Sx !o' ＂＇『／ mg
7 3---675 95-55-6 

事蒸気弘圧二
NTP 

in vitro染色体異常試験の最小Dw値： ー
0 009E5!!11llHg 

N, N ジメチルシク
ロへキシルアミン

O-< 
Amo＞試験最大比活性値： ー Smirnova E. S’Toxic 

硬質ウレタン触 prnportier of 

煤龍合雄成！力処中日理硫間開促体進，剤有機
ほ乳頭培養翻胞を用いる染色体異常試験の最小 d’＼~：：：1 lc7d ohe'O faoioe 8 3 2274 98 94 2 D，，値一 ＇＂ユ呂 natrud茜 r 

prnfo,,rnoel’n70 
in vivo CA陽性 zabolevaniia, 5, 54-55 



別紙2 変異原性が認められた既存化学物質に関する情報一覧

化毛筆整法理官番報号公示 CAS No （括弧内名は官報孫公示名称）
構造式等

常浪の性状等（園
用途 変異原性試験結果の概要楽1 出典

体、液体、気体）

N イソプロピル

σNな人N＇ーフェニル p~ 周体
＂＇＂試験最大比活性値：陰性

プェニレンジアミン 融点： 72. 5℃ オゾン劣化防止

9 3 136 101-72-4 沸蒸点気圧148'C 剤老有化機防止ゴム粟品
（剤） 山ほ。乳傭類培0養or細4S胞mを，；用mLいる染色体異常試験の最小

FαlErK 

。‘00698mmHs

2 2' ピピVYIレ
YAMAGUCHI T; AGRTC BTOL 

0-D メッキ薬酸化，還キ元レ指ー
Am目試験最大比活性値： 1.13X 10' m./mg C出＂ 45 (I）’ 327 

1D 5 3723 366-18-7 
(1981) 'Mofageoid<y of 

示ト剤薬 Lほ。乳値類培養細胞を用いる染色体異常試験の最小
L口宵 Molecular
Substances rn 

~：：：：：隠，；：：·；。，；ideing :;stems 

t e r t プチノレベル

、；ー一ァ一、一I(
オキシベンゾアート

3 1348 
液融体点 8 ℃ スチレン、エチレ Ames試験最大比活性値 4.39X l日＇m .／凹

11 614-45-9 ンなどの高温重合

沸蒸点気圧75℃3. 36mmHi;: 用祷女合判 hほ乳値類＋培日，養00細52胞mを，；用阻Lいる染色体異常試験の最小
NW 

ジプチルスズ酢酸

ヘ一～（べ，｛。。イ。。
Amee試験最大北活性停陰性

12 2 2330 1067司33-0
Dほm乳催類培。‘養00細日羽胞を田喜用／mいLる染色体異常試験の最小

NW 

3, 6 ジェチル 3, 
日 ジメチル l, 2, H,c-OHz 0ーベコ CH; 

Ames試験最大地活性値 弱い陽性

4, 5 テトラオキサン c ／、、 ＼／ 液体

13 5--667 1338-23-4 融沸点点 一20℃ 不飽和ポリエステ ほ乳類培養細胞を用いる染色体異常試験の最小

E可，c/ o ，／字'cH,-cH, : 110℃ ル樹脂硬化剤 Owl直： 0. 053田g／凪L ITTP 

蒸気圧 0045皿Hs
マウスHンフォ－7TK試験 71音

1 メチル 2 〔オキ

ds~ 
シラン－ 2ーイJレメトキ

液融梯体点点 一123℃ 
シ）ベンゼン Am田試験最大比活性値 6.21x10' m .／田耳

14 3 574 2210-79-9 
蒸気圧

ほ乳類培養細胞を用いる染色体異常試験の最小
ITTP 

0 0433.,flg D羽値

トりメチルチオ尿素
＂＇＂試験最大比活全直 陰性

／γ＼ 撤掴体点 87. 5℃ 
15 2-1766 2489-77-2 

有機ゴム薬品 α日 ほ乳類培養細胞を用いる染色体異常試験の最小
沸点 硫促進剤） D，，値陰性

町？

蒸気圧：自7.5w吐lg
マウスロンプ才一zTK試験：日自倍



変異原性が認められた既存化学物質に関する情報覧

化審法官報公示 CAS N口， （括弧内名は官報称公示名祢） 構造式等 常体温液c性体状、等気体（）固 用途 変異原性試験結果の概要 l!il 出典
整理番号

ジクロロハイド巳キノン
固体

曲目試験最大比活性値： l.56Xl0° m./mg ジメチルエーテル

つD乙融沸点点 135℃ 
16 3-955 2675 77---6 足量採（殺菌剤）

ほ乳類培養細胞を用いる染色体異常官験の最小
N汀？

蒸気圧
＇＂値0. Q ?9C皿mHg

ダイレクト プフック
l 9 Jcmchim F e< ml. (1985) 

畑町試験最大比活性値： 3. 57X !Or rer. ／時 Motmgeoicitr of且'9

直接染料
dyes in 

17 5 1367 6428-31 5 ※2 参照
Dほco乳1直類’培養一細胞を用いる染色体異常試験の最小 <heSmlmcoe 1 J./mi cc口some

"""' "''"' I且 Vitro 
品ndin v1voacuvation. 

メタパナジン酷アンモ

：；；：：：；，：田eo/;,::'.e ウム
0 、／0 NH毛＋ 硫酸製造用触媒、 Ame~試験最大比活性値

融国沸点体点 '21日℃
ナフルタ酸り製ン、造無用水触 gemofo,icity of v 
フタ18 1 407 7803 55 6 

ii ほ乳類培養細胞を用いる染色体異常試験の最小 vanadiu且 foricolo,,.
媒、タイルの着色 Dw値 目日日19時／皿L(,a,を含むo） Lettes, 199日.5日： 327。 顔料、試薬 33' 

p フェネチジン

Ames試験最大比骨性値： 3.97Xl0r m.  /mg ベJ-¥_融液点体 3℃ 19 3---682 156 43 4 染料中間体
ほ乳類培養細胞を用いる染色体異常試験の最cl、

H 沼田
部点： 255℃

Dw値： 0.017時／ml

クメンヒドロベノレオキシ

ド

ひい A耳目試験最大比活性値 a 4.82Xl0r m.／皿E

20 3 1014 80-15 9 液融点体 -3日℃ 連鎖移動剣
ほ乳類培養細胞を用いあ染色体異常試験最小o,,N11' 

梯点 100‘5℃
値一

「...叶~.」』争中門 A P 千＝-rnロ 司川 出品開 0,.._A円内h 【ム ～ ＇＂ιι幅一世十甘ー，叩『ー‘局一時 －且』l『唱ー回目冒···~－ 一一一昨..一、 I..一一一一」 c..片山一一一－＇－＂＂・＝＝一一

~rj紙 2

各変異原性試験の判断基準

微生物を酌、る変異原性試験（加er試毅）において強し、変異原性が認められるとする比活性値は、鏡ねl’000(rnrerumre el以上

lま乳類繕善警細胞を周いる染色体異常試験において強い染色体異常言秀発位を示すと言平価する渡度は Dw値が概ねOOJ （阿，；悶1)以下

マウスヲンフ示 マTK試験では、いずれかの試験系で突然変異鎖度が陰性対照の4倍又は陰性対照より400Xl0＇を超えて増加している場合、強い時性と判断

1
0
0
0
 

※
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基安化発 1203第 l号

平成 26年 12月 3日

別紙の団体の長殿

厚生労働省労働基準局

安全衛生部化学物質対策課長

変異原性が認められた化学物質に関する情報について

標記につきましては、平成26年 12月3日付け慕発 1203第2号「変異原性が

認められた化学物質の取扱いについて」により厚生労働省労働基準局長から通

知したところですが、当該化学物質に関する下記の資料を送付いたしますので、

貴会傘下会員への周知の参考として御活用いただければ幸甚に存じます。

記

J:llj紙 1 変異原性が認められた届出物質に関する情報一覧

別紙2 変異原性が認められた既存化学物質に関する情報一覧

(l:llj紙1及びJ:llj紙2 略）



一般社団法人日本化学工業協会

一般社団法人日本化学品輸出入協会

化成品工業協会

農薬工業会

日本製薬団体連合会

（別紙）


